
  

 

 

 

 

 

【音楽交流会を行いました ６年生】１２月４日 

 毎年、保々地区では保育園・幼稚園の年中・年

長さん、小学校６年生、中学校３年生が小学校の

体育館に集まって、音楽交流会を行っています。

交流会の進行は、中学生の中から代表の子が出て

来てくれて、進めてもらっています。 

 発表のトップバッターは小学校６年生です。６

年生は、小さい子がよく知っている曲として、リ

コーダーで「となりのトトロ」を演奏し、合唱曲は「この星に生まれて」を歌いました。

「となりのトトロ」が始まると、小さい子たちから「知っている！」「歌えるよ。」という

反応が返ってきました。リコーダーを吹きながら笑顔になっている６年生もいました。き

っとそのつぶやきが聞こえたのだと思います。次の合唱「この星に生まれて」は音楽の時

間に練習をしてきたのですが、綺麗なハーモニーになっていました。６年生のみんなで歌

声を合わそうという気持ちが伝わってきました。 

 ２番手は、中学校３年生による「翼をください」の合唱でした。中学校では秋の文化祭

で学年・学級別の合唱コンクールがあります。「その時はこれくらい歌えるように。」とい

うメッセージを感じる、迫力のある歌声でした。「中学校では混声三部合唱曲を習います。

では女性のパートは？男性のパートは？」という質問もあり、中学校での音楽が楽しみに

なったのではないでしょうか。 

 そして、最後は、保育園・幼稚園の子どもたちによる「山の音楽家」でした。にこやか

な表情で、歌うことをとても楽しんでいる様子がありました。聞いている６年生・中３の

子どもたちも、嬉しいという気持ちを表情に表していました。 

 

【２学期児童大集会】１２月５日 

１２月５日（水）１，２限目に運営委員会によ

る児童大集会が開かれました。めあては、みんな

が仲良くなること。１２のブースのゲームでスタ

ンプを集め、その数を競いました。 

この日のために、運営委員会の子どもたちは、

１１月初めから毎週のように休み時間などを使

って、さまざまなゲームを考え、準備をしてきま

した。廊下を静かに歩き安全な学校生活が送れるようにと「ろうかのマナー声かけ団」な

るものも設けて、学校生活の課題も企画に加えました。 

この集会を成功させようと、まずは一人ひとりが目標をプリントに書き込みました。そ

して、当日その目標を持ち寄って、班ごとに目標を決めました。中には、スタンプの数を

競う集会だけど「スタンプがゲットできなくても楽しもう」という班もありました。理由
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を聞くと、「楽しい思い出にすることが一番の目標だ

から。」とか。なるほど！と感心してしまいました。 

廊下ですれ違う子どもたちは、どの子も楽しそうで

した。英語コーナーの理科室から移動する子の中には、

Hello!と手を振る子もいました。ゲームで班の子が成

功するたびに歓声をあげ、失敗した子がいればフォロ

ーの声をかける。中には、失敗した６年生の子の頭を

なでてなぐさめる場面も（笑）。それもこれも、６年

生を中心に高学年の子どもたちが、みんなを楽しませ

ようと盛り立ててくれたおかげだと思いました。 

運営委員さんは各ブースでゲームの説明をして進

行してくれました。最初は、緊張していた子もだんだ

ん自信をつけて、人前で話す面白さを実感していった

ようです。中には、「このゲームは、２班できるので、

もう１班教室へ案内してください！」と、堂々と仕切

る子も。さすが、１ケ月以上準備してきただけのこと

はあります。 

最後に、みんなのがんばりを称え、みんなで拍手を

しました。「行事で子どもたちは育つ。」とよく言われ

ますが、そのことを実感した児童大集会でした。 

 

【今年最後の持久走記録会 とりは６年生】１２月７日 

 今年最後の持久走記録会は、６年生になりまし

た。木曜日は、走る寸前に雨が降ってきたため、

延期となり、７日（金曜日）の２限目に行いまし

た。小学生最後の持久走ということで、応援に来

ていただいた保護者の皆様の声援を受けて、どの

子も「自分の目標とするペースで、最後まで走り

切る。」という目標に向かって、頑張り切れたと思

います。 

 かけ足や持久走に取り組み始めたころは、６年生でもその走り方・スピードにムラがあ

り、中にはかけ足の途中で歩きはじめたり、持久走の記録ではラストの１周だけ全力で走

ったりして、持久走のゴールタイムがなかなか安定しない様子が見られました。しかし、

記録用紙を工夫して、記録係の人がそれまでは「がんばれ。」「あと〇周。」という声かけし

かできなかったのが、「いいよ、目標タイムより１秒速いくらい。その調子。」「目標タイム

より２秒遅れているよ。」「腕を前の方へふると、楽になるよ。」など、タイムや走り方を具

体的に声かけできるようになると、歩いたり、ムラがある走り方をする子がとても少なく

なりました。 

 持久力をつけるためには、１カ月程度走っても効果はあまりないと、専門家の方には言

われます。が、こうやって身に付けた走り方を活かして、一定の時間同じ運動を続ける事

ができる体力をつけていくきっかけになればと思っています。 


